
様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

 

平成 23 年 3 月 31 日現在 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

機関番号：３４５０４ 

研究種目：若手研究（Ｂ） 

研究期間：２００８～２０１０   

課題番号：２０７３０１７１ 

研究課題名（和文） 廃棄物処理・リサイクル活動と国際貿易の関係についての動学的研究 

                     

研究課題名（英文） Dynamic analysis of the relationships between international trade 

and the waste management of recyclable products 

 

研究代表者 

松枝 法道（MATSUEDA NORIMICHI） 

関西学院大学・経済学部・教授 

 研究者番号：４０３３０３９４ 

研究成果の概要（和文）：一連の研究を通じて、先進諸国において使用済みとなった製品の処

分をめぐって生じている問題の原因とその解決策に関連するトピックスに関して経済分析を

行った。特に EU 諸国や日本では、近年「拡大生産者責任」という考えに立脚した廃棄物処理

政策が広く導入されつつあり、それが廃棄物処理やリサイクル可能な廃棄物の国際的な動きに

影響をおよぼしつつある。本研究では、特に、そのような政策の意義と潜在的な問題点に焦点

を当てた経済分析を行っている。 

 

研究成果の概要（英文）：Through a series of economic analyses, I have investigated into 

the causes and possible cures of some issues concerning the waste management in several 

developed countries.  Japan, as well as some EU nations, has recently introduced policies 

that are based on the concept of “Extended Producer Responsibility,” and these policies 

are having discernible impacts upon the local waste management and also upon the 

international flows of recyclable wastes.  This research particularly focuses on the 

implications of implementing those policies and points out the merits and potential 

problems associated with them. 
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１．研究開始当初の背景  近年、日本において使用済みとなった製品



の処分をめぐる議論が様々な物議をかもし

出している。とりわけ、そのような物品が近

隣の国々に国際貿易を通じて輸出された後

に、適切な環境政策の行われていない地域に

おいて深刻な汚染問題を引き起こされてい

ることが報道されるなど、日本における廃棄

物の処理、および、使用済み製品に含まれる

資源のリサイクルに関する活動の影響は国

際的な広がりを見せつつある。日本国内では

古紙、アルミニウムなどの金属、廃家電、ガ

ラス、ペットボトルなどがリサイクルされる

べき資源の対象とされ、一般的には地方自治

体の追加的負担を非常に膨らませているこ

とが問題視されているが、天然資源の利用、

環境汚染、そして、経済性を総合的に配慮し

た際に、現行の制度はどのように評価を受け、

また、何らかの改善策は存在するのであろう

か。 

とりわけ、本研究では、1990 年代前半より

ヨーロッパ諸国や日本において導入の進め

られてきた「拡大生産者責任（Extended 

Producer Responsibility）」の理念に立脚し

た廃棄物処理・リサイクル政策に着目する。

そのような政策が導入されはじめた背景と

して、特にヨーロッパ諸国において、ごみの

最終処分場の枯渇に対する懸念が次第に拡

大しつつあったことに加え、一般ごみの回

収・処分にかかる費用が地方自治体の財政を

圧迫していたことが挙げられる。そこで、生

産者に自らの製品から排出される廃棄物を

引き取らせることにより、廃棄物を多く排出

するタイプの製品を減らすだけでなく、地方

自治体の財政負担を軽減することにもつな

がる拡大生産者責任の考え方が注目を集め

るようになった。 

 

２．研究の目的 

本研究の主たる目的は、特に廃棄物の処理

に主眼を置きながら、国内的な環境政策とそ

の国内、および、国際的な影響について、理

論的に分析することである。その際に、スト

ック汚染とよばれる蓄積型の環境問題の長

期的な影響に配慮して、動学的なフレームワ

ークを可能なかぎり用いるというのも本研

究の特色である。国内における廃棄物処理と

資源のリサイクル促進に関する政策と、国際

貿易の両者に焦点を当てた理論モデルを構

築し、それらから導かれる政策的インプリケ

ーションを整理することに主眼を置いてい

る。 

加えて、具体的な廃棄物処理、リサイクル

政策を取り上げ、その特徴と利点・問題点を

明らかにすることにも重点を置いて取り組

む。とりわけ、ドイツやイギリスなどで導入

の進む「拡大生産者責任」の理念に基づいた

新しい廃棄物処理・リサイクル促進政策の影

響についてミクロ経済学の見地から検討す

る。これらの政策に共通する特徴は、製品の

生産、販売に関わった事業者に対して、その

製品が消費された後に排出される廃棄物の

処理、および、一定量のリサイクルの責務を

果たすという点である。しかし、実際の政策

手法の形態は多岐にわたっており、ミクロ経

済学の手法を用いることで、それぞれの政策

が、環境、および、経済に対して持ちうる影

響について分析する。 

廃棄物処理と資源のリサイクルの問題に

関しては、環境経済学や産業組織論の分野を

中心に次第に分析のフレームワークが整備

されつつあるが、特に動学的な視点からの分

析など、環境汚染一般への対策に関するもの

と比べて、この分野での経済学的研究は未だ

不十分であると感じられる。現行の政策の詳

細をふまえながら、廃棄物処理・リサイクル

活動促進政策の経済分析、および、国際的環

境問題に対する政策的対応についての分析



に新しいフレームワークを提供することも

本研究の主要な目的である。 

 

３．研究の方法 

 分析の手法としては、各国の環境政策の戦

略的な関連性に着目している部分では、ゲー

ム理論の考え方を用いて理論モデルを構築

したうえで、一般的な均衡概念を用いてモデ

ルを解いている。特に、環境汚染が通時的に

蓄積されるストック汚染に主眼を置くため

に、動学ゲームのフレームワークも用いてい

る。 

 また、戦略的相互依存関係がそれほど重要

でないと考えられる場合には、シンプルな部

分均衡モデルを用いる。その一方で、実際の

政策、および、生産・消費活動の特徴をより

正確にモデル化することにより、可能なかぎ

り現実的な政策インプリケーションを引き

出そうと努めている。 

さらに、場合によっては、投票や、交渉な

どの政治的プロセスを組み入れたモデルを

構築することにより、政策の決定プロセスが

実際の政策のパフォーマンスに与える影響

についても考察することで、制度設計の問題

も扱っている。 

 

４．研究成果 

 真の意味での資源・エネルギーの節約を達

成するためには、環境問題を含めた社会への

影響を総合的に考慮する必要がある。そのお

ためには、経済学的な考え方こそが適切な分

析フレームワークを提供してくれる。 

今回の一連の研究では、主に越境的な環境

問題をめぐる国際間の政策の関連性の問題

や、ヨーロッパを中心に導入の進む「拡大生

産者責任」の理念に沿った廃棄物処理・リサ

イクル促進政策の影響について、それぞれの

分野でオリジナルな分析を行い、その結果を

査読付きの国際学会、および、国際的学術誌

において公表することにより、主として環境

経済学の文献に新しい貢献をすることを目

指してきた。 

しかし、研究の成果は、純粋に学術的な範

囲にとどまらず、実際の政策立案にも生かさ

れていくことを大いに期待している。実際に、

イギリス在住の共同研究者と行ったイギリ

スで行われている容器包装廃棄物リサイク

ル証書の取引市場に関する研究については、

「廃棄物処理場の利用に対してリサイクル

業者、兼、処理業者に処分費用が課されてい

る場合には、リサイクル証書の取引市場を導

入することにより、処理費用の引き上げが、

かえって埋め立て処分に回る廃棄物の量を

増加させる」という分析結果を導いている。

これは、リサイクル証書の取引市場の導入と

並行して、埋め立て処理代金の引き上げを行

っているイギリスの廃棄物処理政策に一石

を投じたものとして、イギリスの政策担当者

を対象にしたシンポジウムにおいて一定の

興味を示してもらっている。 
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